




























｣ (ありがとう) と言って受け取ると, 彼らは
歓声を上げて去っていった｡ その日は復活祭












ほん｣ と ｢末・まつ｣ が存し, この関係が逆転し
ている状態を ｢本末転倒｣ と言うのであれば, 今
日の日韓関係はかかる本末転倒をはらんだままの
表層的友好関係化と称しうるであろう｡ これに対
し, 表題の ｢竹島問題｣ は ｢本｣ に属す｡ 日韓両
国における歴史認識の差が, もっとも具体的かつ
先鋭的に交錯している, 政治・外交上の領土問題
であるからだ｡ なお, 日本の ｢竹島｣ は, 韓国で
は ｢独島・トクトー｣ と称す｡ 従って日本側の
｢竹島問題｣ は, 韓国側では ｢独島問題｣ となる｡
〈地図〉に明らかなように ｢竹島・独島｣ とは,





























































(二) 第一｡ 一般に ｢竹島・独島｣ が世界史の舞
台に出てきたのは, 1952年 ｢李承晩ライン (別名,
李ライン)｣ の宣言によるとされる｡ 李承晩 (イ・
スンマン, り・しょうばん) とは韓国初代大統領
の名であるが, 韓国では ｢り・ライン｣ などと言っ
ても通用せず ｢平和線｣ と公称される｡




2800人, 死亡した漁船員５名, 沈没船３隻, 返還
されなかった船170隻) にもかかわらず, なぜ日
本は当初 ｢李ライン｣ を黙認し, 迅速な対抗策が
取れなかったのであろうか｡
実は ｢李ライン｣ とは, 1946年のいわゆる ｢マッ
カーサー・ライン｣ の踏襲にほかならなかったの
である｡ 具体的に言えば, 戦後ＧＨＱは ｢訓令,
第767号｣ を発令し ｢竹島 (独島) は韓国の領土
とする｣ という決定を下した｡ つまり, 第２次大
戦の責任国であるドイツが東西に分割されたよう
に, 日本には樺太 (サハリン) をはじめ北方領土
や竹島を ｢領土から除外｣ する, というのが連合
国側の意志であり決定であった｡ ただしＧＨＱ訓
令767号 (竹島を韓国領とする) は暫定決定であ
り, 後のサンフランシスコ講和条約 (1951年) に
おいて最終決定化されるものと見なされていた｡
事実, 当初の ｢サンフランシスコ講和条約｣ の
｢草稿｣ でも ｢竹島 (独島) は日本の領土から除
く｣ (従って, 韓国の領土とする) ことが決定,
明文化されていた｡ ところが, 日本側は強力な工
作を行ない, 特に当時の駐日政治顧問シーボルト
に強く働きかけ, 同上 ｢草案｣ の改訂を求めた｡
しかもアメリカ国務省は, この草案改訂を最終的



















｢平和線 (日本の言う李ライン)｣ は, こうし
た経緯を経て1952年 (サンフランシスコ講和条約
の翌年, また日本による植民地侵略からの解放７
年後) に, 韓国側が一方的に宣言・実施した ｢恨
みのライン｣ にほかならないのである｡ ｢恨み｣
の対象は, 日本である｡ また, 日本と共謀して草
案を書きかえた国際社会である｡ その後, 日本は
サンフランシスコ条約をタテにし, 国際法に照ら





(三) 第二, 江戸時代から明治初期まで｡ その後
｢日韓基本条約1965年｣ ｢日韓漁業協定1965年｣ な
どを経て, 現在 ｢竹島・独島｣ 水域は“日韓が共
同管理する暫定水域”と定められ, 1999年には新
しい ｢日韓漁業協定｣ が発効している｡ しかし,
領土問題そのものは未解決のままであり, ｢独島｣
は ｢大韓民国, 慶尚南道鬱陵郡｣ という住所登録















いる｡ 古代 ｢于山, ウサン, かんさん｣ 国という
独立した国が存したが, ６世紀新羅に統合され,
以後朝鮮王朝時代には ｢于山島｣ ｢鬱陵島｣ ある
いは竹を産出する島として ｢竹嶋｣ ｢礒竹島｣ ｢武
陵島｣ などと称されたが, この鬱陵島は６世紀以
来の韓国・朝鮮の領土であり, 例えば 『東国輿地






































以上に加え, 現鬱陵島の属島の一つが ｢竹島｣ と
称されてきた点 (地図, 参) が, さらに混乱に拍






る歴史資料の一つ, 『東国文献備考 (1770年)』 第
一篇 ｢輿地考, 分註｣ には ｢輿地志に言う, 鬱陵,
于山, 皆于山国の地｡ 于山は, 則ち倭の所謂松島
なり｣ とある｡ これを, 素直に読めば ｢竹島, 独
島｣ は朝鮮の領土ということになる｡ しかし ｢于
山｣ および ｢松島｣ を現鬱陵島の属島のことだと
読もうと思えば, それも不可能ではない｡ 他にも
『粛宗実録, 粛宗22 (1696)』 『隠州視聴合戦
(1667, 日本側の資料)』, 明治新政府成立後, 外
務省出仕佐田白茅が作成した 『竹島松島, 朝鮮附
属ニ相成候始末 (1870)』 など重要な歴史資料に





したが, これは平和的に解決しており, 一方 ｢竹
島・独島｣ に関する領土問題は未だ起きてもいな
かった｡


















陵島の領土問題が生じ, これら一連の ｢侵略｣ に
対して韓国は過敏になっていた｡ そこへもって,
























以上のごとく, ｢歴史的｣ および ｢資料的｣ に
この問題に最終決定を与えることは不可能に近い｡
現在, 日本側の ｢強み｣ はサンフランシスコ講和
条約の最終版をタテに取って, 国際法および国際
社会に訴えうる点である｡ 同講和条約では ｢竹島
は日本の領土｣ としたからであり, 事実 ｢李ライ
ン｣ に対してはアメリカを先頭に中国も含めた国










｢竹島・独島｣ 問題には, こうした現状下, どの
ような解決策が可能であろうか｡
テレビにもよく登場している重村智計教授 (日
朝関係論) は, この竹島・独島問題を実は ｢すで
に一応の解決の道筋で双方が合意している問題｣
だと見る (『韓国ほど大切な国はない』 東洋経済
新報社, 1998)｡ つまり, 両国は互いに自国の領
土だと主張し記録しつつ, しかも現実的には ｢李
ライン｣ はもはや解消され, 竹島水域は日韓が共







承知の上だ｡ しかし, 今すぐ ｢シロ, クロをつけ
よう｣ とする態度こそ, 実はかえって ｢竹島・独
島問題｣ への ｢解決｣ から最も遠いのである｡
(なお, この問題にさらに関心のある学生諸君に
是非すすめたい一冊の本がある｡下條正男 『竹島





















詳細は, 邸景一, 飯田辰彦, 原川満 『メキシコ・
中央高原～コロニアル・シティーの魅力 (第２版)』
日経ＢＰ社, 2005年を参照)｡
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